
○関係者にわかりやすく大学の教育活動状況を発信
→ 大学の説明責任体制の向上、進学希望者への進路選択支援、国際的信頼性の向上

○大学の活動状況の把握・分析のための教育情報活用
→ 根拠情報に基づく質の向上に向けた取組の加速、評価における情報活用の促進

○共通的な情報の公表を通じた大学による各種調査への対応の負担軽減
→ 大学運営の効率向上

【評価機関】
【各種の調査】

教育情報の活用による
大学の活動状況の把握・分析

国内外への情報発信

【大 学】

各大学の情報提供の負担軽減

大学
ポート
レート

【大学進学希望者】
【大学教育の関係者】

大学ポートレート： 大学の教育情報を活用・公表するための共通的な仕組み

大学ポートレートで発信している大学情報

【大学単位で公表する情報】
・大学の基本情報
・大学の教育研究上の目的等
・大学の特色等
・教育研究上の基本組織
・キャンパス
・学生支援（修学、留学生、就職・進路等）
・課外活動

【学部・研究科等の単位で公表する情報】
・教育研究上の目的や３つのポリシー（アドミッション、カリキュラム、ディプロマ）
・学部等の特色
・教育課程（取得可能な学位、授業科目、授業方法、学生が習得すべき能力等）
・入試（入学者数、入試方法）
・教員（教員組織、教員数、教員の有する学位・業績）
・学生（収容定員、学生数）
・費用及び経済支援（授業料等、奨学金額、受給資格、授業料減免）
・進路（進路卒業者数・修了者数、進学者数・就職者数）

大学ポートレート
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○参加・不参加は各大学の任意
○公表・活用の主眼は教育情報とする
○情報収集に当たり大学の作業負担を増加させない工夫を行う
○平成26年度の本格稼働後も継続して改善・改良を加える

基本的な考え方

○大学教育を取り巻くステークホルダー、中でも大学進学希望者とその保護
者等に分かりやすいものとなるよう構築することが適当

公表の目的とステークホルダー

○学教法施行規則等で公表が義務づけられた情報
○外部評価の結果（認証評価、国立大学法人評価等）
○大学進学希望者や保護者等の関心の高い情報
○大学等の特色が分かる情報

公表する情報

○数値に加えて文字・図・グラフ等を活用。画一的なランキングにならないよ
うペーパービュー形式が適当
○キャンパスの所在地や学問分野などの共通枠組の中で国公私立を通じ
た検索を可能とする
○大学の作業負担への配慮と公表情報の充実の観点から、各大学HPへ
のリンクを活用

公表の形式

大学ポートレート運営体制と公表の基本方針

大学ポートレート運営会議
（平成26年10月～ 年２回程度開催予定）

ステークホルダー・ボード
（平成27年12月～）

意見
評価

高校関係者、産業界、有識者

大学団体、認証評価機関、
私学事業団、

大学評価・学位授与機構等
《運営方針の審議・決定》

実務者協議会
（随時開催）

大学団体、認証評価機関、私学事業団、
大学評価・学位授与機構等の事務担当者
《運営会議に諮る案件の事前調整の場》

《項目、内容の調査審議》

国際発信に関する専門委員会
（平成27年８月～ 年度内に数回開催予定）
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利用者

参画

大学ポートレート
ＨＰにアクセス

運営方針等について審議

「大学ポートレート」
WEBサイト

私学情報
データベース

大学ポートレートセンター

日本私立学校振興
・共済事業団

国公立大学を選択

私立大学を選択

私立大学

「学校法人基礎調査」を提出

情報を出力

情報を出力

国公私立共通の
検索システム

大学情報
ウェアハウス
(データベース)

該当する大学の
情報を表示

国公私立を
通じた大学
検索を可能に

国公立大学

大学評価・学位授与機構

私学経営情報
センター

私学情報
推進会議

大学が情報を
登録・改訂

大学がデータを
分析・活用

連携

大学ポートレート運営会議【構成員】

設置主体等別の大学団体の
関係者、大学ポートレート事
業の実施に関わる団体の関
係者（大学評価・学位授与機
構、日本私立学校振興・共済
事業団）、認証評価機関の関
係者

大学ポートレートの情報の収集と公表の体制
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大学ポートレートウェブサイト：http://portraits.niad.ac.jp/

大学ポートレートトップ画面
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国公私立共通検索
検索項目

・学校名

・学部・研究科名

・学科・専攻名

・課程区分

・設置形態

・キャンパスの所在地

この検索画面は、
国公私立の大学・
短期大学の検索が
できるものです。

国公私立共通検索画面
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国公立詳細検索
検索項目

・設置形態
・学校名
・学部・研究科名
・学科・専攻名
・取得可能な学位
・学位に付記する専攻
分野の名称

・編入学の可否
・実施している入試方法
・障害のある入学志願者
に対する合理的配慮

・キャンパスの所在地
・学生寮の有無
・学納金延納の有無
・学納金分納の有無
・休学時納付金の有無
・奨学金の有無
・授業料減免の有無

この検索画面は、
国公立の大学・
短期大学の検索が
できるものです。

下線の項目は
国公立詳細検
索のみの項目

国公立詳細検索画面
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この検索画面は、
私立の大学・
短期大学の検索が
できるものです。

私立詳細検索
検索項目

・学校名
・学校の種類
・学部・研究科名
（短期大学は学科名）

・学部等の種類
・課程区分
・昼夜区分
・所在地
・男女校種別
・入試区分
・編入学
・特色の目的
・取組

下線の項目は
私立詳細検索
のみの項目

私立詳細検索画面



検索結果画面

小平大学

日比谷大学

東京都

東京都

国立
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国公立の表示画面（１）

小平大学

文学部

経済学部

文学研究科（博士課程前期）

小平大学

大学名

小平大学

本部所在地

東京都小平市学園西町１－２９－１

設立年（設置認可年）

2015年

大学の連絡先（代表番号、メールアドレスなど）

042-307-XXXX

大学の種類

国立・大学

総学生数（学部） 1000人

総学生数（大学院） 100人

総教員数（本務者） 100人
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国公立の表示画面（２）
小平大学
文学部

文学部

経済学部

文学研究科（博士課程前期）

小平大学

国文学科 学士（文学）

本学部のカリキュラム・ポリシーは・・・・・・・・・
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私立の表示画面（１）
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私立の表示画面（２）
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公表
公表項目の充実、検索項目の充実、公表画面のレイアウトの改善、
広報活動の展開によるウェブサイトへのアクセス数の向上

国際発信
発信項目の検討、発信のあり方の検討、システム開発、発信開始・・・

ステークホルダー・ボード
ステークホルダー・ボードの開催、ボード委員からの意見の運営への反映

活用
大学団体間のデータ共有の合意形成に向けた取組
大学情報分析ツールの活用方法の検討
大学情報分析ツールを用いた分析事例の蓄積（グッドプラクティスの蓄積）
認証評価での活用の検討
（学校基本調査等のデータの活用、認証評価用データ収集、大学・評価者の大学情報分析ツール活用等）
負担軽減
データ収集における大学の負担の軽減の検討
報道機関等から各大学に対する各種調査の負担を軽減する方策の検討

大学ポートレート（国公私）の今後の展開


